
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●連携市町による東京・大阪での移住相談会を３回開催し、
計１３２組２１２名が参加。 

●実際の生活を体験できる移住下見ツアーを３回実施し、 
計２５組３５名が参加。 

Ⅲ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

○子どもパスポート 

【連携市町】 岡山市、総社市、赤磐市 

【連携市町】 全市町 

●１１月２５日に、圏域内の中小製造業とインドネシア

の企業とのビジネス商談会を開催し、インドネシア企業

８社、圏域内企業２９社が参加。 

○移住促進連携 

【連携市町】 全市町 

○中小製造業海外販路開拓支援 

【連携市町】 全市町 

Ⅱ 高次の都市機能の集積・強化 

●１０月１６日に新規学卒予定者等を対象とした合同企業説明会「就活フェスタ秋

の陣」を開催し、４８社の企業及び６８名の求職者が参加。 

●１１月１５日に円滑な事業承継に向けた中小・小規模企業向けのセミナー「Ｍ＆

Ａ事業承継の新しい形セミナー」を開催し、２３名が参加。 

【連携市町】 岡山市、津山市、総社市、瀬戸内市、真庭市 

Ⅰ 圏域全体の経済成長のけん引 

●食品製造業の販路開拓・拡大を支援するため、新たに

総社市を加え、首都圏で開催される見本市へ共同でブ

ースを設置。５市１７企業が出展予定。 

 
 スーパーマーケット・トレードショー２０２０ 
【２月１２日～１４日 於：幕張メッセ】 

●ＥＳＤ・ＳＤＧｓの理解を深める研修会（岡山市、真庭市

のＳＤＧｓ未来都市の取組を取り入れた内容等）を岡山市、

総社市、吉備中央町の３箇所で開催し、計７７名が参加。 

●９月２１日、２２日にＳＮＳによる情報拡散を図るため、

平成３０年度に造成した６つのモデルコースにもとづく

モニターツアーを実施し、関西圏在住のＳＮＳ利用者 

１２人が参加。 

●１０月２５日関西圏のフリーペーパーにモニターツア－

の体験談の記事広告を掲載するとともに、ＷＥＢ広告を

活用した情報発信を行った。 

●吉備路サイクリングマップを更新し、自転車観光の 

利便性を向上。 

【連携市町】 岡山市、津山市、玉野市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、和気町、 

早島町、美咲町、吉備中央町 
 

○食品製造業見本市共同出展 
●岡山市のウェブサイトに開設した「つながる協働ひろば」で連携市町の協働の 
取組を紹介、ＮＰＯ法人等の「こんなことできますリスト」を掲載し、課題解 
決につながるマッチングを推進。  

●岡山市で実施した官民協働事業のノウハウを連携市町のＮＰＯ法人等に移転。 

【連携市町】 岡山市、総社市、備前市、瀬戸内市、真庭市 

○圏域内周遊に向けた歴史・文化資源発信 

○ＥＳＤ実践 

○図書館相互利用 

【連携市町】 岡山市、津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、
和気町、久米南町、美咲町、吉備中央町 

 

【記事広告】 

○中小企業の経営健全化・人材確保等支援 

令和元年度の主な取組状況 

【移住相談会の様子】 

資料１－１ 

●新たに津山市、瀬戸内市の図書館を加え、相互利用（貸出・返却）を実施。 
 ※瀬戸内市は平成３０年１０月から相互貸出に先行参加 

【商談会の様子】 

○市民活動の広域展開と市民協働の推進 

【2019の見本市の様子】 

●圏域市町の小学生を対象に、圏域内の指定施設（教育・文化
施設等）を無料で利用できるパスポートを作成・配布。 

●圏域内周遊につながるスタンプラリーを実施。景品のストラ
ップを３２８本配布。 

【連携市町】 全市町 

【研修会の様子】 


